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ドライン,リコメンデーション　シェーグレン症候群. 日本臨牀 82(8): 1250-1258, 2024.
古賀智裕,川上　純：ステロイドフリーを目指す膠原病診療 自己炎症性疾患. 月刊リウマチ科 72(3):  2024.

川尻真也,川上　純：関節リウマチ診療と人工知能の相性. リウマチ科 72(3): 306-314, 2024.

荒牧俊幸, 友川拓也, 井出裕之, 道辻　徹, 寺田　馨, 江口勝美, 植木幸孝, 古藤世梨奈, 髙谷亜由子, 岩本直樹, 川上

純：関節リウマチ患者の肥満はサリルマブの効果不十分中止に関与する. 臨床リウマチ 36: 213-221, 2024.
清水俊匡,川上　純：他科はこう診る！耳鼻咽喉科・頭頸部外科の症候. ドライマウス・口腔内アフタ.. 耳鼻咽喉

科・頭頸部外科 96(7): 558-563, 2024.
井川　敬：シクロスポリン(CsA). リウマチ・膠原病治療薬処方ガイド : 103-106, 2024.

Shimizu Y, Kawashiri S, Yamanashi H, Nakamichi S, Hayashida N, Nagata Y, Maeda T: Association between serum uric
acid levels and cardio-ankle vascular index stratified by circulating level of CD34-positive cells among elderly Japanese
men: a cross-sectional study. Scientific reports 14(1): 21965, 2024. doi: 10.1038/s41598-024-72665-9.

4



5 .

6 .

7 .

8 .

9 .

10 .

11 .

B-e-2
1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

8 .

9 .

10 .

11 .

12 .

13 .

井手裕之,植木幸孝,荒牧俊幸,高谷亜由子,道辻　徹,寺田　馨,江口勝美,清水俊匡,古賀智裕,鈴木貴久,岩本直樹,川上
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ラム・抄録集 68回: 554, 2024.
辻　良香,玉井慎美,野中文陽,川尻真也,川上　純：シェーグレン症候群症例研究 Nagasaki Islands cohortの健常者に

おける抗SS-A抗体陽性と喫煙の関連. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68回: 524, 2024.

白髭浩之,内田智久,來留島章太,岩本直樹,谷川　舞,荒木健志,大塚瑞奈,松尾巴瑠奈,小島加奈子,辻　良香,清水俊匡,
福井翔一,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,井川　敬,玉井慎美,折口智樹,川口　純：IgG4高値のステロイド

抵抗性腹部大動脈周囲炎に対し生検を繰り返し施行しびまん性大細胞型B細胞性リンパ腫(DLBCL)と診断し得た

1例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68回: 933, 2024.

清水俊匡,川尻真也,井川　敬,小島加奈子,辻　良香,梅田雅孝,岩本直樹,三崎健太,野崎祐史,植木幸孝,金山康秀,伊藤
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チニブ+MTX併用による臨床的寛解達成および臨床的寛解達成後のMTX休薬における臨床的非再燃の維持を評

価する多施設共同前向き試験(DOPPLER study) 研究概要と患者背景報告. 日本リウマチ学会総会・学術集会プロ

グラム・抄録集 68回: 862, 2024.
辻成　佳,松井　聖,谷口義典,大久保ゆかり,金子祐子,田村直人,亀田秀人,岸本暢将,土橋浩章,川上　純,渥美達也,岡
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症候群を対象とした新しいレジストリ"SPARKLE-J"について. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 68回: 736, 2024.
野中文陽,福井翔一,川尻真也,道辻　徹,川原知瑛子,遠藤友志郎,清水俊匡,梅田雅孝,西野文子,住吉玲美,古賀智裕,岩
本直樹,玉井慎美,一瀬邦弘,折口智樹,川上　純：関節リウマチ患者におけるグルココルチコイド併用療法のアウ

トカム 九州地区多施設共同超音波コホート研究(KUDOS)より. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 68回: 856, 2024.

來留島章太,古賀智裕,梅田雅孝,岩本直樹,城戸貴志,坂本憲穂,植木幸孝,迎　寛,川上　純：胸部CT画像変化をアウ

トカムとした間質性肺疾患を伴う関節リウマチに対するJAK阻害薬とアバタセプトの評価. 日本内科学会雑誌

113(臨増): 191, 2024.
玉井慎美,野中文陽,辻　良香,有馬和彦,青柳　潔,前田隆浩,川上　純：住民健康診査から関節リウマチ発症を前向

きに追跡する研究 Nagasaki Island Study(NaIS). Journal of Epidemiology 34(Suppl.): 135, 2024.
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内田智久,福井翔一,岩本直樹,辻　良香,清水俊匡,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,井川　敬,玉井慎美,折口智

樹,川上　純：当院でのANCA関連血管炎に対して使用したアバコパン23例の検討. 九州リウマチ学会プログラム

抄録集 68th:  2024.
古賀智裕：EULAR Recommendations2023をSLEの実臨床にどう反映させるか?~B細胞を標的としたSLE治療戦略

~. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 67th:  2024.
重橋　隆,清水俊匡,川上瑛子,古藤世梨奈,内田智久,小島加奈子,福井翔一,川上　純：急性増悪による呼吸不全をき

たし膿胸との鑑別を要したリウマチ性胸膜炎の一例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

右田清志,古賀智裕,吉田周平,藤田雄也,八橋　弘,杉山真也,川上　純：成人発症スチル病患者における血清ガレク

チンと関連蛋白の検討. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.
岩本直樹,渡邉航之助,白石和輝,千葉　恒,辻　良香,清水俊匡,梅田雅孝,福井翔一,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,井川

敬,玉井慎美,折口智樹,尾崎　誠,川上　純：HR-pQCTを用いた関節リウマチ治療経過における関節構造変化の解

析. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.
古賀智裕：高齢関節リウマチ患者の病態におけるIL-6の意義. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

川尻真也,,福井翔一,道辻　徹,内田智久,辻　良香,清水俊匡,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,岩本直樹,玉井慎美,折口

智樹,川上　純：関節超音波を用いた関節リウマチ治療戦略の課題と問題点. 九州リウマチ学会プログラム抄録集

68th:  2024.
小島加奈子,谷川　舞,内田智久,大塚瑞奈,辻　良香,清水俊匡,福井翔一,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,岩本

直樹,井川　敬,玉井慎美,折口智樹,川上　純：大動脈炎症候群で加療中に効果不十分となり慢性骨髄単球性白血

病が判明した2例報告. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

松尾巴瑠奈,清水俊匡,古賀智裕,川上　純：特発性炎症性筋疾患の再燃に関与する因子の検討. 日本臨床免疫学会

総会プログラム・抄録集 52nd:  2024.
古賀智裕：自己炎症性疾患における遺伝子検査の意義と今後の課題について. 日本臨床腎移植学会プログラム・

抄録集 57回: 147, 2024.
古賀智裕：家族性地中海熱の診断と治療における留意点~バリアントの解釈と非典型例への治療について~. 日本

臨床リウマチ学会プログラム・抄録集 39th:  2024.
小島加奈子,大塚瑞奈,内田智久,岩本直樹,川上　純：大動脈炎症候群で加療中に非典型的な経過をたどり慢性骨

髄単球性白血病が判明した1例. 日本臨床リウマチ学会プログラム・抄録集 39th:  2024.

川上　純,辻　良香,住吉玲美,大塚瑞奈,梅津彩香,福井翔一,古賀智裕：リウマチ性疾患の病態・治療と自己炎症

(autoinflammation). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68th:  2024.

古賀智裕：本邦における家族性地中海熱の臨床的特徴とMEFV遺伝子バリアント解釈の注意点. 日本リウマチ学

会総会・学術集会プログラム・抄録集 68th:  2024.

内田智久,福井翔一,岩本直樹,清水俊匡,松尾巴瑠奈,來留島章太,辻　良香,濱田航一郎,杉本尊史,赤羽目翔吾,山田琢

生,大田倫美,山梨啓友,加藤丈晴,前田彩花,桐野洋平,前田隆浩,有吉紅也,川上　純：再発性多発軟骨炎の治療中に

粟粒結核となり、後にVEXAS症候群と判明した一例. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 52回: 127, 2024.
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川上　純・教授
アドホック委員会（キャッスルマン病・
TAFRO症候群ガイドライン）委員長

日本リウマチ学会

川上　純・教授 国際育成セミナー小委員会委員長 日本リウマチ学会

川上　純・教授 人工知能(AI)医療推進委員会委員長 日本リウマチ学会

川上　純・教授 RA超音波標準化委員会委員長 日本リウマチ学会

川上　純・教授 財務委員会委員 日本リウマチ学会

川上　純・教授 総務委員会委員 日本リウマチ学会

川上　純・教授 国際委員会副委員長 日本リウマチ学会
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古賀智裕・講師 評議員 日本臨床免疫学会

古賀智裕・講師 運営委員 九州リウマチ学会

古賀智裕・講師 Editorial Board Clinical Immunology

古賀智裕・講師 Editorial Board Clinical Immunology Communications

古賀智裕・講師 基礎研究推進委員会サブコミッティ委員 日本リウマチ学会

川㞍真也・准教授 委員 長崎大学病院超音波センター運営委員

川㞍真也・准教授 運営委員 九州リウマチ学会

岩本直樹・准教授 運営委員 九州リウマチ学会

川㞍真也・准教授 評議員 日本リウマチ学会

岩本直樹・准教授 評議員 日本臨床免疫学会

古賀智裕・講師 評議員 日本リウマチ学会

川㞍真也・准教授 RA超音波標準化小委員会委員 日本リウマチ学会

川㞍真也・准教授 International Scientific Committee 日本リウマチ学会

岩本直樹・准教授 編集委員 日本脊椎炎学会

玉井慎美・准教授 運営委員 九州リウマチ学会

玉井慎美・准教授 画像専門委員会委員 アジア太平洋リウマチ学会

玉井慎美・准教授 代議員 日本疫学会

岩本直樹・准教授 評議員 日本リウマチ学会

岩本直樹・准教授 国際科学委員会委員 日本リウマチ学会

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会

折口智樹・教授 運営委員 九州リウマチ学会

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会

玉井慎美・准教授 評議員 日本臨床免疫学会

玉井慎美・准教授 評議員 日本リウマチ学会

玉井慎美・准教授 Special Interest Groups(SIG) member アジア太平洋リウマチ学会(APLAR)

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会

川上　純・教授 編集アドバイザー 先端医学社・炎症と免疫

川上　純・教授 編集委員
先端医学社・Rheumatology Clinical
Research
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「家族性地
中海熱の病態における免疫老化の意義を明ら
かにする研究」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠
隔医療システムの構築」

川上　純・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「HAMならびに類縁
疾患の患者レジストリによる診療連携体制お
よび相談機能の強化と診療ガイドラインの改
訂」

川上　純・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「特発性多
中心性キャッスルマン病の病型をクラスタリ
ングする分子基盤研究」

川上　純・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金「自己免疫疾患に
関する調査研究」

川上　純・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「自己炎症性疾患
とその類縁疾患の全国診療体制整備、移行医
療体制の構築、診療ガイドライン確立に関す
る研究」

川上　純・教授

研　究　題　目

川上　純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

難治性疾患実用化研究事業「多発性筋炎/皮膚
筋炎に伴う進行性フェノタイプを示す間質性
肺疾患に対する活性型IL-18特異的中和抗体の
開発研究」

川上　純・教授 日本医療研究開発機構 分担

ゲノム創薬基盤推進研究事業「MEFV遺伝子の
網羅的なVUS機能的アノテーションと新規Ex
vivo assayを用いた患者細胞機能評価・詳細
な遺伝子型解析の統合による家族性地中海熱
の病態及びパイリンインフラマソーム活性化
機構解明」

川上　純・教授 厚生労働省 代表

厚生労働科学研究費補助金「キャッスルマン
病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガイドライ
ンの策定や更なる改良に 向けた国際的な総意
形成を踏まえた調査研究」

川上　純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
患者視点に立ったリウマチ疾患のアンメット
メディカルニーズの「見える」化と社会実装
に資する研究

川上　純・教授

清水俊匡・助教 評議員 日本リウマチ学会

川上　純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

難治性疾患実用化研究事業「統合レジストリ
を活用したキャッスルマン病・TAFRO症候群に
おける精密医療基盤の構築を目指す実用化研
究」

川上　純・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「強直性脊椎炎に
代表される脊椎関節炎及び類縁疾患の医療水
準ならびに患者 QOL 向上に資する大規模多施
設研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
難治性疾患実用化研究事業「HAM・HTLV-1陽性
難治性疾患の患者レジストリ活用によるエビ
デンス創出」

日本学術振興会

野中文陽・助教 地域連携委員 長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会

野中文陽・助教 委員
五島市糖尿病性腎臓病重症化予防事業推進連
絡会

野中文陽・助教 研修委員 長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会
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岩本直樹・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

川尻真也・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠
隔医療システムの構築」

岩本直樹・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「全身性強
皮症における新規病態関連因子の同定：免疫
複合体に着目した検討」

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節炎が
起こる前段階で関節リウマチの発症を人工知
能で予測する多角的研究」

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「包括的疾
患インタラクトームとモデルマウスによる自
己炎症疾患の多様性と周期性の解明」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「全身性強
皮症における新規病態関連因子の同定：免疫
複合体に着目した検討」

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(開拓)「健診
コホートのプロテオミクスと人工知能を基盤
とする関節リウマチ個別化予防の構築」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「膠原病患
者の口腔ケア・口腔内環境の現状及び口腔ケ
ア介入前後の効果に関する研究」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「外来にお
ける関節リウマチ患者の口腔内環境の実態お
よび介入効果の多角的検討」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「関節リウ
マチに伴う間質性肺疾患の呼吸器感染症発症
リスクを多層的に解析する基盤研究」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「PPFに進
展するPM/DM-ILDの臨床予測モデルとそれを制
御する分子モデルの構築」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業　国際共同研究加速基金
(海外連携研究)「日米間における特発性多中
心性キャッスルマン病の国際病理基準の確立
と患者実態調査」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「組織マク
ロファージの動的恒常性維持機能を標的軸と
したデザイナー細胞医薬の開発」

川上　純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節炎が
起こる前段階で関節リウマチの発症を人工知
能で予測する多角的研究」
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古賀智裕・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「包括的疾
患インタラクトームとモデルマウスによる自
己炎症疾患の多様性と周期性の解明」

古賀智裕・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「パイリン
インフラマソーム活性化メカニズムの解明と
その制御法の開発」

古賀智裕・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「特発性多
中心性キャッスルマン病の病型をクラスタリ
ングする分子基盤研究」

古賀智裕・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自己炎症
のメカニズムに立脚した成人スチル病の分子
病態の解明」

古賀智裕・講師
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

難治性疾患実用化研究事業「多発性筋炎/皮膚
筋炎に伴う進行性フェノタイプを示す間質性
肺疾患に対する活性型IL-18特異的中和抗体の
開発研究」

古賀智裕・講師
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

難治性疾患実用化研究事業「統合レジストリ
を活用したキャッスルマン病・TAFRO症候群に
おける精密医療基盤の構築を目指す実用化研
究」

古賀智裕・講師 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「キャッスルマン
病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガイドライ
ンの策定や更なる改良に 向けた国際的な総意
形成を踏まえた調査研究」

川尻真也・准教授 一般社団法人日本リウマチ学会 代表
多角的評価を駆使したRA進展予測アルゴリズ
ムの構築とRA発症メカニズムの解明

川㞍真也・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「甲状腺の
有するエネルギー調整機能の動脈硬化指標へ
の影響の解明」

川㞍真也・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「ゲーム依
存の社会浸透を防げるか？統合的科学評価と
早期依存対策に向けた基盤研究」

川㞍真也・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節炎が
起こる前段階で関節リウマチの発症を人工知
能で予測する多角的研究」

川㞍真也・准教授

川尻真也・准教授 一般財団法人輔仁会 代表
令和6年度若手教育研究者のための助成金「生
成AIを利用した模擬患者アバターによる医療
面接・問診の演習・評価システムの開発」

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(開拓)「健診
コホートのプロテオミクスと人工知能を基盤
とする関節リウマチ個別化予防の構築」

井川　敬・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「好中球活
性化に着目した強皮症合併肺高血圧症の早期
診断・治療標的の包括的同定と展開」

井川　敬・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「老化細胞
の蓄積を起因とするループス腎炎の病態形成
と治療標的分子の解明」

古賀智裕・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「家族性地
中海熱の病態における免疫老化の意義を明ら
かにする研究」
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住吉玲美・助教
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

難治性疾患実用化研究事業「統合レジストリ
を活用したキャッスルマン病・TAFRO症候群に
おける精密医療基盤の構築を目指す実用化研
究」

住吉玲美・助教 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「キャッスルマン
病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガイドライ
ンの策定や更なる改良に 向けた国際的な総意
形成を踏まえた調査研究」

住吉玲美・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「キャッスルマ
ン病の国際的なコンセンサス構築に向けた課
題を解決する基盤研究」

古賀智裕・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ナノリポ
ソームを用いたドラッグデリバリーによる自
己炎症性疾患の治療戦略」

古賀智裕・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「PPFに進
展するPM/DM-ILDの臨床予測モデルとそれを制
御する分子モデルの構築」

川上　純・教授 あゆみ製薬株式会社

関節リウマチ患者におけるエタネルセプトバイオシミ
ラーの有用性を関節超音波、臨床的指標および血液バイ
オマーカーで評価する多施設共同前向き試験（ENPORT
Study）

川上　純・教授 小野薬品工業株式会社
関節リウマチ患者におけるアバタセプト治療反応性を多
角的・高次元に予測する探索的研究

川上　純・教授
ギリアド・サイエンシズ株式会
社

Efficacy and safety of selective JAK 1 inhibitor
Filgotinib in active rheumatoid arthritis patients
with inadequate response to methotrexate:
Comparative study with Filgotinib and Tocilizumab
examined by clinical index as well as
musculoskeletal ultrasound assessment

川上　純・教授
ギリアド・サイエンシズ株式会
社

A Phase 1b Investigator-Initiated Study of
Filgotinib in Patients with Idiopathic Multicentric
Castleman's Disease (iMCD)

川上　純・教授 アッヴィ合同会社

メトトレキサート（MTX）抵抗性関節リウマチ患者を対象
としたウパダシチニブ＋MTX併用による臨床的寛解達成お
よび臨床的寛解達成後のMTX休薬における臨床的非再燃の
維持を評価する多施設共同前向き試験

川上　純・教授
ギリアド・サイエンシズ株式会
社

特発性多中心性キャッスルマン病（iMCD）を対象とした
フィルゴチニブの第Ⅰb相医師主導治験

川上　純・教授
セルトリオン・ヘルスケア・
ジャパン株式会社

(Part1)レミケードⓇ投与中で臨床的寛解状態にある関節
リウマチ患者を対象とした インフリキシマブBS「CTH」
Ⓡへの切り替えのレミケード継続投与に対する 臨床的寛
解状態の維持における非劣性を検証する多施設共同前向
き試験
(Part2) インフリキシマブBS「CTH」Ⓡ投与中で臨床的寛
解または低疾患活動性にある 関節リウマチ患者を対象と
したインフリキシマブBS「CTH」Ⓡ休薬における 臨床的
非再燃の維持ならびにインフリキシマブBS「CTH」Ⓡ再投
与の有効性・安全性に 関する多施設共同前向き試験

川上　純・教授 ネオファーマジャパン株式会社
5-ALA(5-Aminolevulinic acid)を用いた1型糖尿病の新規
治療法の開発

川上　純・教授 大正製薬株式会社
オゾラリズマブ投与による関節リウマチ患者における骨
構造変化の評価：ヒストリカルコントロールを用いた多
施設共同試験に関する共同研究

川上　純・教授 あゆみ製薬株式会社

エタネルセプト先行品投与中で臨床的寛解または低疾患
活動性にある関節リウマチ患者を対象としたエタネルセ
プトバイオシミラーへの切り替えの有効性に関する多施
設共同前向き試験（ESCORT Study）
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特 許

その他
 非常勤講師

古賀智裕・講師
スティル病と敗血症との鑑別用
バイオマーカー

2018年4月24日 2022年1月27日 特許第7016110号

古賀智裕・講師 間質性肺疾患の治療薬 2023年3月29日 出願中 特願2023-054230

古賀智裕・講師
家族性地中海熱のバイオマー
カー

2015年9月18日

清水俊匡・助教
ヒト活性型IL-18 測定キット、
および検査方法

2023年11月17日 出願中 特願2023-195765

2019年8月9日 特許第6565099号

川㞍真也・講師
非常勤講師（人体の構造と機能及び疾患
Ⅱ）

長崎純心大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

梅田雅孝・助教 非常勤講師（生活と福祉） 放送大学（長崎学習センター）

川上　純・教授
家族性地中海熱のバイオマー
カー

2015年9月18日 2019年8月9日 特許第6565099号

川上　純・教授
中枢神経ループス（NPSLE）診断
用バイオマーカー

2013年3月18日 出願中 特願2013-055543

川尻真也・准教授 遠隔医療システム 2021年8月27日 2025年7月14日 特願2021-138779

古賀智裕・講師
ヒト活性型IL-18 測定キット、
および検査方法

2023年11月17日 出願中 特願2023-195765

川上　純・教授 遠隔医療システム 2021年8月27日 出願中 特願2021-138779

川上　純・教授
スティル病と敗血症との鑑別用
バイオマーカー

2018年4月24日 2022年1月27日 特許第7016110号

川上　純・教授
ヒト活性型IL-18 測定キット、
および検査方法

2023年11月17日 出願中 特願2023-195765

川上　純・教授 間質性肺疾患の治療薬 2023年3月29日 出願中 特願2023-054230

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

川上　純・教授
株式会社EviPRO/学校法人 国際
医療福祉大学

ANCA関連血管炎の寛解導入においてリツキシマブ併用下
でのアバコパン＋短期低用量グルココルチコイドレジメ
ンと低用量グルココルチコイドレジメンを比較する多施
設共同、オープンラベル、ランダム化比較、非劣性試験
(ARRIA study)

川上　純・教授
日本ベーリンガーインゲルハイ
ム

間質性肺疾患合併多発性筋炎/皮膚筋炎患者を対象とした
肺病変の進行を規定するバイオマーカー探索研究

川上　純・教授
特定非営利活動法人Japan PH
Registry/イーピーエス株式会社

全身性強皮症レジストリを用いた臓器障害の罹患率およ
び死亡率、進行性線維化を伴う間質性肺疾患の頻度に関
する研究

川上　純・教授 株式会社リニカル

オゾラリズマブ（OZR）とメトトレキサート（MTX）併用
投与により寛解もしくは低疾患活動性を維持できた関節
リウマチ患者を対象としたOZR投与間隔延長およびMTX減
量の検討
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 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

住吉玲美・助教 第37回日本内科学会奨励賞 日本リウマチ学会 研究内容が評価された。

福井翔一・助教 第41回角尾学術賞 長崎大学

研究課題名「シトルリン化蛋
白質とその自己抗体を標的に
関節リウマチの治癒を目指す
研究」の研究内容が評価され
た。

古賀智裕・講師 少ない専門医どう頼る？ 長崎新聞 2024年6月3日
専門医の現状について社会に
発信した。

清水俊匡・助教
JCR 2024 Excellent Abstract
Award

日本リウマチ学会 研究内容が評価された。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

野中文陽・助教 第16回良順教育賞 長崎大学

長崎県内広域にわたる離島地
域の保健・医療・福祉・介護
関係機関や多職種に積極的に
働きかけ、オンラインによる
地域医療教育体制を構築する
ことによって学外地域医療実
習の危機を乗り越え、その教
育手法と成果が学内外から高
く評価された。

川尻真也・准教授

医学生向け「AIアバター」開
発へ 長崎大学など 患者との
コミュニケーション能力向上
目指す

NIB長崎国際テレビ 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川尻真也・准教授

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 長崎大学らが
共同研究始める

NCC長崎文化放送 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川尻真也・准教授

問診で患者アバター「痰と咳
が続いているので病院に来ま
した」生成AIが聴診器の音も
再現 長崎大学などが共同研
究開始

NBC長崎放送 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川尻真也・准教授
生成AI活用し患者の問診練習
長崎大とIT企業が共同開発へ

NHK 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川上　純・教授

特集 乾癬の最新治療～学会
レポート～ IL-17A&F阻害薬
ビメキズマブのポテンシャル
を臨床成績から紐解く

PS JAPAN 2024年7月12日
乾癬に関する最新の知見につ
いて社会に発信した。

川上　純・教授
非腫瘍性のリンパ節病変、特
にIgG4関連疾患とキャッスル
マン病の鑑別

Symbio Medical
Profession 医療関
係者向け情報サイ
ト

2024年9月9日
疾患鑑別に関して社会に発信
した。

川尻真也・准教授
長崎大と民間企業共同研究
生成ＡＩ活用し模擬患者 医
師の能力向上支援目指す

長崎新聞社 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川尻真也・准教授
生成AIを活用 模擬患者アバ
ターで医学生の実践力育成へ

KTNテレビ長崎 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

川上　純・教授
免疫の「誤作動」による膠原
病 早期発見で治療や寛解も
可能に！

読売新聞 2024年6月24日
膠原病に関する最新の知見に
ついて社会に発信した。
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 特筆すべき事項
・川上　純・教授：リウマチ療養講演会・医療相談会にて「ここまで進んだ関節リウマチの治療と今後の課題」
の講演を行った（2024/5/19）。

辻　良香・助教
2024年度日本シェーグレン症候
群学会奨励賞

日本シェーグレン症候群
学会

研究内容と業績が評価され
た。
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